
ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

東広島市河内町の柳樂一朗太くん（12）
は、昨年８月に生まれた妹のあるちゃんの面

倒をよく見る優しいお兄ちゃんです。動画編集
が得意で、自然に囲まれた生活の様子を撮影
し、配信しています。好き嫌いなく何でも食べる
あるちゃん。中でもお味噌汁が大好きです。

表紙写真紹介
なぎ  ら

第
8
回 
通
常
総
代
会
開
催

第
8
回 
通
常
総
代
会
開
催

特  
集 

第 号28
2021

き
ら
り

広
島
市
安
佐
北
区
可
部
町

香
川 

恵
子
さ
ん（
88
）

け
い
　
こ

　
平
成
３
年
に
母
か
ら
共
済
委
員
を

引
き
継
ぎ
、
も
う
す
ぐ
30
年
に
な
り

ま
す
。
地
域
の
農
業
を
見
て
い
る

と
、
だ
ん
だ
ん
農
家
が
少
な
く
な
っ

て
き
た
な
と
感
じ
ま
す
。

　
道
路
脇
に
田
ん
ぼ
が
あ
る
の
で
、
通

り
か
か
る
友
人
と
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
農
作
業
を
す
る
の
が
楽
し
い
で

す
ね
。

　
週
に
１
回
、
近
所
の
公
園
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
ま
す
。
公

園
に
行
く
途
中
、
２
８
５
段
の
階
段

が
あ
り
ま
す
が
、
道
中
も
楽
し
み
な

が
ら
健
康
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

か
　
が
わ

　
介
護
職
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
入
居
者
の
方
々
の
健
康
管
理

に
気
を
配
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
私

自
身
い
つ
も
笑
顔
で
い
る
よ
う
心

掛
け
て
い
ま
す
。
介
護
す
る
お
じ

い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の
笑
顔

は
、
仕
事
へ
の
原
動
力
に
な
っ
て

い
ま
す
。
昔
話
を
聞
か
せ
て
も
ら

う
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

　
今
は
遠
出
す
る
の
が
難
し
い
の

で
、
休
日
は
家
庭
菜
園
を
手
伝
っ

た
り
、
リ
モ
ー
ト
で
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

北
川 

恵
さ
ん
（
25
）

き
た
　
が
わ三
次
市
三
良
坂
町

め
ぐ
み

第 28 号
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TEL 082-262-4711　FAX 082-262-5155
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発行／広島県農業共済組合
発行月／令和3年6月

　
共
済
事
業
を
適
正
に
運
営
す
る
た
め
、

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
、
共
済
掛
金
等
を
口

座
振
替
で
納
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
は
、
Ｊ

Ａ
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
県
内
に
本
店
を
置

く
銀
行
な
ど
で
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

口
座
振
替
を

加
入
内
容
の
確
認
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

広島支所
　廿日市出張所
北広島支所

082-262-4711
082-261-1112
0829-32-5121
0826-72-3107
082-434-4337
0823-45-2019
0847-22-0317
084-970-1620
0824-66-3111

本　所

東広島支所
　江田島連絡所
世羅支所
福山支所
三次支所

NOSAI 広島へのお問い合わせ・ご連絡先

広島市佐伯区、大竹市、廿日市市

安芸高田市、安芸太田町・北広島町

江田島市、呉市音戸町・倉橋町

三原市、尾道市、府中市、世羅町

福山市、神石高原町

三次市、庄原市

東広島市、竹原市
呉市（音戸町・倉橋町を除く）、大崎上島町

〒732-0052　
広島市東区光町1-2-23
〒732-0052　
広島市東区光町1-2-23（6F）
〒738-0015　
廿日市市本町10-14
〒731-1531　
山県郡北広島町春木462-1
〒739-2106　
東広島市高屋町稲木283-1
〒737-2301　
江田島市能美町中町3368-24
〒722-1121　
世羅郡世羅町大字西上原118-2
〒720-1143　
福山市駅家町大字下山守546-10
〒729-6201　
三次市和知町360-5

広島市（佐伯区を除く）、
府中町・海田町・熊野町・坂町

ご
利
用
く
だ
さ
い

※

振
替
口
座
の
新
た
な

届
け
出
や
変
更
等

は
、
各
支
所
等
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
共
済
掛
金
等
を
現
金
ま
た
は
振
込

み
で
納
入
い
た
だ
い
た
方
に
、
ご
加

入
内
容
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
確
認
の
は
が
き
が
届
き
ま
し
た

ら
、
現
在
の
ご
加
入
内
容
を
確
認
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



長本 憲 組合長理事

事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
農
作
物
共
済
の
全
相
殺
方
式
資
格
者
の
追
加
等
の
変
更

職
員
給
与
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
家
畜
診
療
所
の
夜
間
診
療
に
係
る
改
正

実
施
体
制
の
改
善
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
加
入
推
進
体
制
等
、
法
令
等
遵
守
体
制
、
業
務
の
合
理
化
・

　
効
率
化
対
策
に
つ
い
て
の
変
更

農
業
共
済
事
業
の
ニ
ー
ズ
調
査
に
係
る
取
組
状
況

に
つ
い
て

　
組
合
員
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
に
基
づ
く
、
農
業
共
済
事
業
実
施

　
の
検
討
等

損
害
評
価
会
委
員
及
び
損
害
評
価
会
支
所
委
員
の

退
任
及
び
補
充
選
任
に
つ
い
て

　
損
害
評
価
会
委
員
４
名
、
損
害
評
価
会
支
所
委
員
６
名
を

　
補
充
選
任

第
１
号
議
案

第
2
号
議
案

第
3
号
議
案

第
4
号
議
案

第
5
号
議
案

第
６
号
議
案

第
7
号
議
案

第
８
号
議
案

第
９
号
議
案

第
10
号
議
案

第
11
号
議
案

組
合
長
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

　
令
和
３
年
５
月
に
公
表
さ
れ
た
令
和

２
年
度
「
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
」

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
影
響
と
対
応
に
つ
い
て
、
農
業

生
産
面
で
は
農
業
者
の
半
数
が
単
価
・

相
場
の
下
落
で
売
上
高
に
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、
５

月
16
日
、
本
県
に
２
回
目
の
緊
急
事
態

宣
言
が
発
動
さ
れ
、
出
口
の
見
え
な
い

閉
塞
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
自
然
災
害
や
価
格

低
下
な
ど
の
リ
ス
ク
に
対
応
し
、
収
入

の
減
少
を
補
償
す
る
収
入
保
険
と
農
業

共
済
の
両
制
度
を
担
う
組
織
と
し
て
、

農
業
生
産
体
制
の
構
築
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
収

入
保
険
で
は
、
２
千
経
営
体
の
達
成
、

農
業
共
済
で
は
、
園
芸
施
設
共
済
の
加

入
拡
大
、
水
稲
共
済
の
一
筆
方
式
か
ら

の
円
滑
な
移
行
な
ど
、
制
度
の
普
及
推

進
に
積
極
的
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
り
丁
寧
な
制
度
説
明
を
徹
底
し
、
皆

さ
ま
の
経
営
実
態
に
即
し
た
適
切
な
制

度
選
択
を
後
押
し
す
る
こ
と
で
、
農
業

経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
ま
た
、
組
合
員
数
の
減
少
や
事
業
規

模
の
縮
小
に
よ
り
、
特
定
組
合
化
以
降

も
、
合
理
化
・
効
率
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
も
農
家
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
た
め
、
組
織
体
制
の
見
直

し
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

積
極
的
な
推
進
で
農
家

の
選
択
を
後
押
し

提 出 され た 議 案（ 要 約 ）

令
和
２
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
並
び
に

不
足
金
処
理
案
に
つ
い
て

　
４
ペ
ー
ジ
参
照

令
和
３
年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い
て

　
５
ペ
ー
ジ
参
照

令
和
３
年
度
事
務
費
賦
課
額
及
び
賦
課
方
法
に
つ
い
て

　
事
務
費
賦
課
額
：
５
億
５
３
７
５
万
６
０
０
０
円

令
和
３
年
度
役
員
報
酬
、
顧
問
料
、
損
害
評
価
会

委
員
、
損
害
評
価
会
支
所
委
員
、
家
畜
診
療
所

運
営
委
員
、
損
害
評
価
員
及
び
共
済
委
員
等
の
手

当
支
給
額
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
に
お
け
る
借
入
金
の
最
高
限
度
額
に
つ
い
て

　
借
入
限
度
額
：
２
億
円

令
和
３
年
度
余
裕
金
預
入
先
決
定
に
つ
い
て

　
広
島
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
な
ど
の
20
金
融
機
関

全
11
議
案
を
承
認
可
決

組
合
員
の
代
表
で
あ
る
総
代
が
、

事
業
計
画
や
予
算
な
ど
の
組
合
運

営
の
意
思
決
定
を
す
る
機
関
で

す
。
通
常
総
代
会
は
事
業
年
度
ご

と
に
１
回
、
組
合
の
理
事
が
招
集

し
ま
す
。

総
代
会
と
は

議長を務められた

下杉 孝 総代（北広島町）

特 集

第
8
回 

通
常
総
代
会
開
催

第
8
回 

通
常
総
代
会
開
催

　
令
和
３
年
６
月
９
日
、
広
島
県
農
業
共
済
組

合
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
）
の
第
８
回
通
常
総
代

会
を
、
広
島
市
南
区
の
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

21
広
島
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
通
常
総
代
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
書
面
で

の
決
議
を
基
本
と
し
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
開

催
と
し
ま
し
た
。
（
本
人
出
席
６
名
、
書
面
で

の
出
席
１
４
２
名
）

　
出
席
の
皆
さ
ま
に
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
消

毒
、
間
隔
を
開
け
て
の
着
席
と
い
っ
た
対
策
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
の
事
業
実
績
報
告
や
令
和
３
年

度
の
事
業
計
画
な
ど
、
提
出
し
た
全
11
の
議
案

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
農
業
生
産
体

制
の
構
築
に
向
け
、
農
家
の
皆
さ
ま
一
人
一
人

の
理
解
を
得
な
が
ら
、
農
業
共
済
事
業
と
収
入

保
険
事
業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
両

事
業
を
総
合
的
に
推
進
・
展
開
し
、
農
業
経
営

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
広
げ
、
皆
さ
ま
の
経

営
を
お
守
り
し
ま
す
。

03 022021  第28号
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●
新
規
加
入
や
新
制
度
へ
の
切
り
替
え
に

よ
り
引
受
け
は
増
加
し
、
有
資
格
棟
数
に

対
す
る
引
受
率
は
58
％
で
し
た
。

●
９
月
の
台
風
10
号
、
４
月
・
１
月
・
２

月
の
降
雪
に
よ
り
、
本
体
と
被
覆
材
に
被

害
が
発
生
し
、
被
害
は
増
加
し
ま
し
た
。

●
新
規
引
受
け
も
あ
り
ま
し
た
が
、
棟
の

解
体
や
無
人
住
宅
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

引
受
け
は
減
少
し
ま
し
た
。

●
火
災
等
の
事
故
で
は
、
全
焼
や
水
道
管

凍
結
、
給
排
水
設
備
の
事
故
が
増
加
し
、

共
済
金
は
増
加
し
ま
し
た
。
自
然
災
害
の

事
故
で
は
、
積
雪
に
よ
る
事
故
が
増
加
し

ま
し
た
。

●
高
齢
化
に
よ
る
離
農
で
個
人
所
有
の
農

機
具
の
廃
棄
や
売
却
に
よ
り
引
受
台
数
は

減
少
し
ま
し
た
が
、
法
人
な
ど
の
大
型
農

機
具
の
引
受
け
に
よ
り
共
済
金
額
は
増
加

し
ま
し
た
。

●
事
故
の
件
数
、
共
済
金
と
も
に
減
少
し

ま
し
た
。
接
触
、
衝
突
、
異
物
の
巻
き
込

み
な
ど
の
稼
働
中
の
事
故
が
全
体
の
89
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度

事
業
実
績
報
告

1,244,384
231

2,166,904

97,093
1,557

312,224
115,609,535

2,032,571
121,464,497

万円
万円

万円

万円
万円
万円
万円
万円
万円

19,131
93

121,931

206
126

5,654
100,376

9,697

ｈａ
ｈａ

頭

ｈａ
ｈａ
棟
棟
台

28,111
37

1,412

676
82

1,578
48,592

3,638

戸
戸

戸

戸
戸
戸
戸
戸

農 作 物（ 水 稲 ）
農 作 物（ 麦 ）

家 畜

果 樹
畑 作 物（ 大 豆 ）
園 芸 施 設
建 物
農 機 具

共済金
（お支払いした共済金）

共済金額
（組合が補償する額） 被害数量

支　払　実　績引　受　実　績

引受数量引受戸数共済種類

合　計 合　計

ｈａ

ｈａ

頭

件

ｈａ

ｈａ

棟

棟

台

1,062
21

7,828
21,637

6
24

228
782
104

◀
令
和
２
年
度 

事
業
実
績
表

29,867
22

28,884
28,051

422
87

1,568
49,096

2,979
140,976

万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円

※四捨五入により合計と合わない場合があります

※四捨五入により合計と合わない場合があります

数
が
増
加
し
、
疾
病
傷
害
共
済
で
は
、
大

規
模
肥
育
農
家
の
加
入
に
よ
り
、
引
受
け

は
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
死
廃
事
故
で
は
、
牛
、
肉
豚
の
共
済
金
は

増
加
し
、
種
豚
は
減
少
し
ま
し
た
。
令
和
３

年
１
月
に
は
、
雪
害
に
よ
り
畜
舎
が
倒
壊

し
、
牛
４
頭
が
圧
死
す
る
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。
病
傷
事
故
で
は
、
乳
用
牛
、
種
豚
の

件
数
、
共
済
金
は
減
少
し
、
肉
用
牛
は
増
加

し
ま
し
た
。

●
栽
培
規
模
の
縮
小
、
廃
園
、
改
植
な
ど
に

よ
る
加
入
中
止
や
収
入
保
険
へ
の
移
行
に
よ

り
、
引
受
け
は
減
少
し
ま
し
た
。

●
共
済
金
の
う
ち
、
な
し
へ
の
支
払
い
が

半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因

と
し
て
は
、
な
し
の
開
花
期
の
低
温
に
よ

り
受
粉
不
良
で
結
実
が
悪
く
減
収
し
、
そ

の
後
の
降
霜
で
花
そ
う
の
枯
死
・
傷
果
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

●
大
型
農
家
が
収
入
保
険
に
移
行
し
た
こ
と

や
、
作
付
け
の
中
止
、
他
の
作
物
へ
の
転
換

に
よ
り
、
引
受
け
は
減
少
し
ま
し
た
。

●
播
種
後
の
湿
害
に
よ
る
発
芽
不
良
や
初

期
生
育
不
良
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
食
害
や
踏
み
荒

ら
し
と
い
っ
た
獣
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度

引
受
・
支
払
実
績
の
概
要

　●
高
齢
化
に
よ
る
離
農
や
収
入
保
険
へ
の
移

行
に
よ
り
、
引
受
け
は
減
少
し
ま
し
た
。
県

内
の
作
付
面
積
に
対
す
る
引
受
率
は
84
％
で

し
た
。

●
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
に
よ
る
虫
害
が
共
済
金

全
体
の
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
22
年
ぶ
り

に
警
報
が
発
令
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
発
生
と
な

り
、
南
部
地
域
を
中
心
に
坪
枯
れ
や
生
育
不

良
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
食
害
や
踏
み
荒
ら

し
が
全
域
で
発
生
し
ま
し
た
。

●
作
付
け
の
中
止
や
収
入
保
険
へ
の
移
行

に
よ
り
、
引
受
け
は
減
少
し
ま
し
た
。

●
土
壌
の
湿
潤
に
よ
る
生
育
不
良
、
シ
カ
や

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
食
害
、
踏
み
荒
ら
し
と

い
っ
た
獣
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

●
廃
業
な
ど
に
よ
り
引
受
戸
数
は
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
死
亡
廃
用
共
済
で
は
、
一

部
の
大
型
酪
農
家
の
増
頭
に
よ
り
引
受
頭

畑
作
物
共
済（
大
豆
）

園
芸
施
設
共
済

建
物
共
済

農
機
具
共
済

農
作
物
共
済（
水
稲
）

農
作
物
共
済（
麦
）

家
畜
共
済

令和３年度

事業計画

　
令
和
３
年
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
収
入

保
険
の
推
進
、
補
償
内
容
が
さ
ら
に
手
厚
く
な
っ
た
園
芸
施

設
共
済
の
引
受
拡
大
に
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら

に
、
水
稲
共
済
の
一
筆
方
式
が
今
年
産
を
も
っ
て
廃
止
と
な

る
た
め
、
他
方
式
へ
の
移
行
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
組
合
員

の
皆
さ
ま
に
周
知
徹
底
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
最
善
の
提
案
が
で

き
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
め
ま
す
。

《引受規模と共済金額》
引受目標総共済金額 １兆2,148億円

面　　積

共済金額

頭　　数

共済金額

面　　積

共済金額

面　　積

共済金額

棟　　数

共済金額

棟　　数

共済金額

台　　数

共済金額

1,729,849ａ
118億9,835万円農作物共済

116,968頭
210億2,584万円家 畜 共 済

23,128ａ
10億6,780万円果 樹 共 済

9,591ａ
934万円畑作物共済
5,571棟

41億3,034万円園芸施設共済
100,460棟

1兆1,563億4,290万円建 物 共 済
9,711台

202億9,085万円農機具共済

令和３年度

業務収支
予算

　
組
合
の
収
入
は
、
事
務
費
負

担
金
な
ど
の
国
庫
補
助
金
や
事

業
か
ら
受
け
入
れ
る
金
額
が
主

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
賦

課
金
や
収
入
保
険
事
業
の
受
託

収
入
も
組
合
の
事
業
運
営
に
大

き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
支
出
で
は
、
人
件
費
や
旅

費
、
光
熱
費
や
事
務
機
器
・
公

用
車
リ
ー
ス
料
な
ど
の
事
務
所

等
の
維
持
費
用
が
多
く
、
業
務

費
に
は
会
議
費
や
共
済
委
員
等

報
酬
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
事
業
推
進
や
広
報
活
動
の

費
用
に
は
、
共
済
委
員
へ
の
奨

励
金
、
広
報
紙
の
作
成
費
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

総
額
15
億
１
９
６
２
万
円

役職員の人件費・旅費

事務費

業務費

事業推進や広報活動の費用

事務所等の維持費用など

損害評価に要する費用

損害防止事業に要する費用

税金などの諸税負担

その他

　　　　　　  合　　　計

111,375
4,587
9,459
8,116
9,328
2,050
1,281
2,422
3,344

151,962

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

業務支出
前年度からの繰越金  

国などからの補助金  

収入保険事業の受託収入など  

組合員から納められる賦課金  

損害防止事業で農家から受け入れる金額  

預金の利息  

事業から受け入れる金額  

各種引当金戻入  

その他  

　　　　　　  合　　　計

業務収入 予算額予算額

577
70,970

2,816
5,832

969
4,117

59,359
4,285
3,038

151,962

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

果
樹
共
済
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事 

岡
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室
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蓮 

嘉
昭

室
長
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池
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和
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岡
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収
入
保
険
課

課
　
長 

地
京 

弘
敏

課
長
代
理 

酒
井 

政
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池
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智
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狭
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法
好

《
家
畜
部
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岡
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家
畜
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所
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金
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）
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玉
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朋
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兼
務
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次
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金
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宗
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兼
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髙
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直
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史
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人
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潔
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香
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安
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奏
平

　
　
　
　 

片
山 

征
洋

　
　
　
　 

秋
田 

真
司

家
畜
診
療
所
等

●
退
職
者

令
和
３
年
３
月
31
日
付

藤
原 

信
彦

　
（
参
事
）

三
浦 

眞
治

　
（
事
業
部
長
）

有
木 

透

　
（
経
理
課
長
）

狭
間 

法
好

　
（
収
入
保
険
課
長
）

上
中 

敏
和

　
（
東
広
島
支
所
長
）

松
浦 

宏
明

　
（
広
島
支
所 

　
　
廿
日
市
出
張
所
長
）

吉
崎 

浩
司

　
（
北
広
島
支
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第
２
事
業
課
長
）

宍
戸 

弘

　
（
三
次
支
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第
２
事
業
課
長
）

立
川 

就
彦

　
（
北
広
島
支
所 

　
　
第
１
事
業
課
）

伊
達 

一
則
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三
次
支
所 

管
理
課
）

黒
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正
彦

　
（
三
次
支
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第
２
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）

伊
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順
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第
２
事
業
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）

熊
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真
穂

　
（
東
広
島
支
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管
理
課
）

黒
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智
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（
庄
原
家
畜
診
療
所
）

上
之
郷 

佑
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（
府
中
家
畜
診
療
所
）

令
和
３
年
２
月
18
日
付

竹
内 

泰
造

　
（
東
広
島
家
畜
診
療
所
）

支
所
長 

矢
野 

博
登

　     

（
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　
　
　 

田
口 

玲
子

　
　
　
　 

谷
藤 

左
千
子

■
第
１
事
業
課

課
　
長 

若
鳥 

圭
介

　
　
　
　 

吉
森 

勝
文

　
　
　
　 

新
矢 

睦
巳

　
　
　
　 

国
実 

哲
弘

　
　
　
　 

山
形 

直
之

　
　
　
　 

前
山 

岳
彦

　
　
　
　 

横
川 

勝
俊

　
　
　
　 

片
山 

元
喜

　
　
　
　 

塩
田 

蒼

　
　
　
　 

今
中 

政
喜
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第
２
事
業
課

課
　
長 

森
藤 

ひ
と
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小
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純
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増
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真
理
子

　
　
　
　 

阿
賀 

孝
則

　
　
　
　 

中
村 

道
明

　
　
　
　 

加
藤 

慎
矢

　
　
　
　 

石
原 

達
也

　
　
　
　 

生
田 

直
也

　
　
　
　 

立
石 

祥
三

●
出
向

横
山 

久
泰

　
（
全
国
農
業
共
済
組
合

　
　
連
合
会
）

令
和
3
年
度
の

新
任
職
員

新
任
職
員
で
す
！

職
員
紹
介

■
庄
原
家
畜
診
療
所

所
　
長 

前
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陽
平

　
　
　
　 

石
橋 

朝
子

　
　
　
　 

樫
葉 

一
郎

　
　
　
　 

伊
藤 

弥
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林
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安
里

　
　
　
　 

河
内 

実
香

　
　
　
　 

大
川 

雄
三(

兼
務
）

■
三
次
家
畜
診
療
所

所
　
長 

酒
井 

亮

　
　
　
　 

福
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宜
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市
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兼
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史
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史
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光
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市
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張
所
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桝
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狭
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兼
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史
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茶
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司
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管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　
　
　 

竹
本 

真
由
美

　
　
　
　 

中
光 

智
子

■
事
業
課

課
　
長 

和
田 

勝

　
　
　
　 

矢
吹 

良
枝

　
　
　
　 

角
谷 

修
司

　
　
　
　 

林
内 

宏
之

　
　
　
　 

廣
田 

倫
孝

　
　
　
　 

谷
口 

知
明

　
　
　
　 

榊 

花
織

　
　
　
　 

藤
本 

聡
史

　
　
　
　 

岩
田 

浩
希

　
　
　
　 

金
清 

繁
昭

三
次
支
所

http://www.nosai-hiroshima.or.jp/

職 員 募 集職 員 募 集
広島県農業共済組合では、令和４年度に職員
の採用を予定しています。
詳しい内容などは、次号の広報紙またはＮＯ
ＳＡＩ広島のホームページをご覧ください。

組
合
員
の
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
て
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
！

組
合
員
の
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
て
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
！

■
第
１
事
業
課

課
　
長 

小
川 

隆
宏

　
　
　
　 

加
藤 

広
彰

　
　
　
　 

片
岡 

高
志

　
　
　
　 

東 

美
恵
子

　
　
　
　 

行
村 

花
菜

　
　
　
　 

竹
川 

剛
司

　
　
　
　 

稲
場 

信
昭

■
第
２
事
業
課

課
　
長 

木
光 

崇
雄

　
　
　
　 

稲
岡 

大
介

　
　
　
　 

黒
杭 

洋
造

　
　
　
　 

近
藤 

真
一

　
　
　
　 

出
来
田 

昭
之

　
　
　
　 

西
村 

崇

　
　
　
　 

山
本 

康
介

　
　
　
　 

唐
原 

圭
三

■
江
田
島
連
絡
所

　
　
　
　 

井
原 

眞
悟

　
　
　
　 

三
王 

健
文

支
所
長 

西
部 

吉
次

　     

（
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　
　
　 

岡
本 

大
祐

　
　
　
　 

田
中 

克
枝

■
第
１
事
業
課

課
　
長 

尾
越 

徳
昭

　
　
　
　 

盛
定 

義
統

　
　
　
　 

真
田 

朋
典

　
　
　
　 

小
川 

尚
哉

　
　
　
　 

瀧
口 

真
弓

　
　
　
　 

山
中 

崇

　
　
　
　 

中
谷 

綾
子

　
　
　
　 

上
田 

勇
希

　
　
　
　 

藤
原 

正
勝

福
山
支
所

小早川 栞奈
（広島支所 廿日市出張所）

森川 桃子
（北広島家畜診療所）

茶川 元樹
（東広島家畜診療所）

安田 奏平
（府中家畜診療所）

平田 光希
（本所 事業部 農産園芸課）

山本 康介
（東広島支所 第２事業課）
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志
和
町
の
内
地
区
は
中
山
間
地
域
で
あ
り
、
突
発
的

な
獣
害
が
あ
る
く
ら
い
で
、
昨
年
ま
で
は
水
稲
共
済
の

一
筆
方
式
に
加
入
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
筆
方

式
が
な
く
な
る
た
め
、
事
故
が
あ
っ
た
と
き
に
手
続
き

が
簡
易
で
、
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
価
格
低
下
に
も
対

応
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
か
ら
は
収
入
保
険

に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
な
ど
で
収
入
が
大
き
く
減
少
し
た
年
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
最
近
の
気
候
で
は
、
大
雨
や
台
風
、
昨
年
の

広
島
県
集
落
法
人
連
絡
協
議
会 

事
務
局 

（
広
島
県
森
林
整
備
・
農
業
振
興
財
団
）

着
能 

盛
登
さ
ん 

（67）

収
入
保
険
の
試
算
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

収
入
保
険
へ
の
需
要
が

高
ま
っ
て
い
ま
す

つ
な
ぎ
融
資
で
安
心

お
す
す
め
し
ま
す

ウ
ン
カ
の
よ
う
な
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
で
す
。

　
収
入
保
険
は
補
償
範
囲
が
広
く
、
ど
の
よ
う
な
事
態

に
も
対
処
で
き
る

た
め
、
加
入
が
増

え
る
こ
と
で
地
域

を
守
る
と
い
う
こ

と
に
寄
与
し
て
ほ

し
い
で
す
。

　
収
入
保
険
は
補
償
範
囲
が
広
く
、
ど
の
よ
う
な
事
態

の

声声

加
入
者

東
広
島
市
志
和
町 

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
志
和

髙
木 

昭
夫

た
か  

き

あ
き  

お

ち
ゃ
く
の
う

も
り  

と
組
合
長 

（69）

●毎週水曜日発行
　年間購読料 5,520円

《
試
し
読
み
・
購
読
の
申
し
込
み
は
、
各
支
所
等
へ
》

農
業
共
済
新
聞
に
は
収
入
保
険
の

話
題
が
盛
り
だ
く
さ
ん

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
発
行
す
る
農
業
共
済
新
聞
で

は
、
収
入
保
険
制
度
や
農
業
共
済
制
度
に
つ
い

て
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

　
収
入
保
険
に
関
す
る
最
新
の
情
報
は
も
ち
ろ

ん
、
全
国
各
地
で
多
彩
な
農
業
経
営
を
さ
れ
て
い

る
方
々
の
紹
介
や
全
国
の
収
入
保
険
加
入
者
の
声

も
多
数
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「中国版」では、
収入保険に加入する
農家もたびたび登場

　
コ
ロ
ナ
禍
や
気
候
変
動
で
、
米
や
野
菜
、
花
き
等
の

価
格
低
下
や
日
照
不
足
に
よ
る
収
穫
量
の
減
少
、
ウ
ン

カ
等
の
病
虫
害
な
ど
、
農
業
経
営
の
リ
ス
ク
が
増
え
て

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
業
経
営
の
リ
ス
ク
に
対
応

で
き
る
収
入
保
険
の
需
要
が
高
ま
り
、
広
島
県
で
は
、
令

和
２
年
度
は
３
４
４
件
の
方
に
新
規
加
入
い
た
だ
き
、
７

５
５
件
の
加
入
と
な
り
ま
し
た
。
（
下
の
図
を
参
照
）

　
野
菜
価
格
安
定
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
初

め
て
収
入
保
険
へ
加
入
す
る
年
は
同
時
利
用
が
で
き
、

よ
り
加
入
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
は
、
ウ
ン
カ
の
被
害
や
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

る
価
格
低
下
、
取
引
中
止
に
よ
る
販
売
収
入
の
減
少
で
、

広
島
県
で
は
14
件
、
９
４
９
７
万
円
の
つ
な
ぎ
融
資
を
実

施
し
ま
し
た
。
全
国
で
は
１
５
２
３
件
、
67
億
４
千
万
円

（
う
ち
コ
ロ
ナ
に
よ
る
も
の
６
２
１
件
、
34
億
７
千
万

円
）
の
つ
な
ぎ
融
資
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
法
人
、
青
色
申
告
を
し
て
い
る
農
業
者
の
皆
さ
ま

は
、
過
去
４
年
分
（
１
年
分
で
も
可
）
の
決
算
資
料
を
基

に
、
収
入
保
険
の
試
算
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
過
去
の
「
農
産
物
の
売
上
金
額
」
と
「
耕
地
（
栽
培
）

面
積
」
を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
掛
金
や
保
険
金
等
の

目
安
を
す
ぐ
に
算
定
で
き
ま
す
。

私
た
ち
も

収
入
保
険
は

あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に
対
応

収
入
保
険
は

あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に
対
応

個人

法人

計

201

平成30年度

令和4年からの加入申請は
随時受け付けていますので、
お気軽にご相談ください。

35

236

323

令和元年度

344件UP

88

411

591

令和2年度

164

755

236

411

755

〈収入保険の加入件数の推移と経営体別加入件数〉

　
集
落
法
人
の
連
携
強
化
、
経
営
安
定
と
発
展
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
県
内
２
８
１
集
落
法
人
の
う
ち
、
県
法
人
協

に
加
入
さ
れ
て
い
る
集
落
法
人
は
２
２
１
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
多
く
の
集
落
法
人
が
収
入
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
様
子
見
の
法
人
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

近
年
は
、
天
候
不
順
や
病
害
虫
の
被
害
に
加
え
、
価
格

低
下
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
出
荷
量
の
減
少
な
ど
、
収
穫
後

の
収
入
減
少
が
起
こ
る
可
能
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
事
態
も
補
償
対
象
と
な
る
収
入
保
険
は
、

地
域
の
農
地
を
預
か
り
、
安
心
し
て
営
農
を
続
け
る
た

め
に
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
法
改
正
に
よ
り
水
稲
共
済
の
一
筆
方
式
が
令

和
３
年
度
を
最
後
に
廃
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
収
入
保
険

に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
法
人
は
、
直
近
４
年
分
の
決
算

書
や
総
会
資
料
を
早
め
に
準
備
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
、
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
加
入
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加入を検討している水稲農家Ａさんの試算

水
稲
50
㌶
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・

タ
マ
ネ
ギ
な
ど
80
㌃

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

加
入
者
の
声
が

見
ら
れ
る
よ
! !

収入保険事業
お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事 業 のお知らせ事 業 のお知らせ
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プラン●1 プラン●2 プラン●3

年度 栽培面積
（ａ）

H29
H30
R1
R2

平均
R4（見込）

150
180
200
200
182.5
200

売上（円）

1,500,000
1,800,000
2,000,000
2,000,000
1,825,000
2,000,000

9割補償
支払率90％補償範囲 9割補償

支払率50％

2,000,000
1,800,000
1,620,000

180,000
360,000

15,545
8,064

45,000
68,609
20,718

（単位：円）

基準収入金額
補てん開始収入金額

補てん限度金額
支払例①（収入が160万円） 
支払例②（収入が140万円）

翌年負担額（無事故時）※

初年度
負担額

2,000,000
1,800,000

900,000
100,000
200,000

8,636
6,480

25,000
40,116
12,932

8割補償
支払率90％

2,000,000
1,600,000
1,440,000

0
180,000

7,390
7,668

45,000
60,058
13,002

Ａさんから聞き取りした
面積と売上げ

保険料
事務費
積立金
合計

R4の規模拡大を踏まえ、基準収入金額を算出 ※無事故の場合、積立金は持ち越されます



●
被
覆
期
間
の
変
更

　
加
入
後
で
あ
っ
て
も
、
被
覆
期
間
に

変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
期
間
の
変
更

を
行
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
支
所
等

へ
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
被
覆
材
の
張
り
替
え
な
ど

　
被
覆
材
の
材
質
の
変
更
や
増
改
築
な

ど
で
価
額
の
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、

内
容
に
応
じ
て
補
償
金
額
の
再
算
定
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
被
害
の
状
況
を
確
認
に
伺
い
ま
す
の

で
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
農
家
の
皆
さ
ま
に
提
出
い
た
だ
い

た
「
畑
作
物
共
済
加
入
申
込
書
兼
変

更
届
出
書
」
に
基
づ
き
、
「
畑
作
物

共
済
掛
金
等
払
込
通
知
書
兼
内
容
通

知
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
内
容
を

確
認
い
た
だ
き
、
期
限
内
の
納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
期
限
内
に
納
入
が
な
い
と

き
は
、
共
済
関
係
が
解
除
に
な
り
、

被
害
が
発
生
し
て
も
損
害
評
価
や
共

済
金
の
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
令
和
３
年
３
月
17
日
に
、
対
象
組
合

員
36
戸
へ
共
済
金
87
万
２
１
１
５
円
を

お
支
払
い
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
４
月
か
ら
、
補
償
額
の

基
礎
と
な
る
標
準
価
額
（
資
材
の
標

準
単
価
）
が
見
直
さ
れ
、
補
償
内
容

が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
（
令
和
３
年

４
月
１
日
以
降
に
共
済
責
任
期
間
が

始
ま
る
共
済
関
係
か
ら
適
用
）

　
近
年
、
園
芸
施
設
の
資
材
費
が
上

昇
し
て
い
る
こ
と
を
加
味
し
、
実
情

に
近
い
価
額
で
補
償
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

園
芸
施
設
共
済
Ｑ
＆
Ａ

大
豆
共
済
掛
金
等

期
限
内
の
納
入
を

お
願
い
し
ま
す

令
和
２
年
産

大
豆
の
共
済
金
を

支
払
い
ま
し
た

畑
作
物
共
済

令
和
２
年
産
水
稲

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

多
発
生
の
実
態
と
対
策

　
農
家
の
皆
さ
ま
に
提
出
い
た
だ
い
た「
水

稲
共
済
加
入
申
込
書
兼
変
更
届
出
書（
営

農
計
画
書
）」に
基
づ
き
、「
水
稲
共
済
加

入
承
諾
書
兼
共
済
掛
金
等
払
込
通
知
書
」

を
お
送
り
し
ま
す
。内
容
を
確
認
い
た
だ

き
、期
限
内
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
期
限
内
に
納
入
が
な
い
と
き

は
、
共
済
関
係
が
解
除
に
な
り
、
被
害

が
発
生
し
て
も
損
害
評
価
や
共
済
金
の

支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
今
年
産
で
一
筆
方
式
が
廃
止
に
な
る

た
め
、
一
筆
方
式
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
を
対
象
に
、
他
方
式
へ
の
移
行
に
関

す
る
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
用
紙
は
「
水
稲
共
済
加
入

承
諾
書
兼
共
済
掛
金
等
払
込
通
知
書
」

と
一
緒
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
納
入
期
限
】
令
和
３
年
７
月
31
日

【
納
入
期
限
】
令
和
３
年
８
月
14
日

農
作
物
共
済

水
稲
共
済
掛
金
等

期
限
内
に
納
入
く
だ
さ
い

引
受
方
式
の
移
行
を

ご
検
討
く
だ
さ
い

　
令
和
２
年
は
、
県
内
全
域
で
ト
ビ
イ

ロ
ウ
ン
カ
（
以
下
、
秋
ウ
ン
カ
）
の
多

発
生
が
認
め
ら
れ
、
広
島
県
で
は
平
成

10
年
以
来
22
年
ぶ
り
と
な
る
警
報
を
発

表
し
ま
し
た
。

●
多
発
生
の
要
因

①
梅
雨
時
期
の
秋
ウ
ン
カ
の
飛
来
が
、

平
年
に
比
べ
時
期
が
早
く
、
飛
来
回

数
、
飛
来
数
と
も
に
多
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
６
月
か
ら
７
月
の
飛

来
数
は
、
平
年
の
30
倍
以
上
あ
り
ま

し
た
。

②
８
月
か
ら
９
月
ま
で
の
平
均
気
温
が

高
く
、
降
水
量
は
少
な
か
っ
た
た

め
、
増
殖
に
好
適
な
気
象
条
件
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

③
飛
来
回
数
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
同
じ
ほ
場
の
中
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
世
代
が
混
在
し
、
防
除
効
果
が
出

に
く
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
現
地
の
被
害
実
態
に
つ
い
て

　
西
部
農
業
技
術
指
導
所
で
は
、
農
業

法
人
な
ど
１
６
６
経
営
体
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
現
地
の
被
害
を
調

査
し
ま
し
た
。

①
早
い
時
期
か
ら
県
内
広
く
に
飛
来
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
中
北
部
地
帯

の
早
生
品
種
で
も
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

②
県
全
域
の
広
い
範
囲
で
被
害
が
発
生

し
、
特
に
中
西
部
地
帯
で
は
大
き
く
減

収
し
た
経
営
体
が
目
立
ち
ま
し
た
。

③
ほ
と
ん
ど
の
経
営
体
で
田
植
え
時
の

箱
粒
剤
を
使
用
し
た
防
除
は
実
施
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
穂
ば
ら
み
期
の

本
田
防
除
の
実
施
率
は
６
５
・
４
％

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
今
後
の
秋
ウ
ン
カ

　
多
発
生
時
の
対
策

①
秋
ウ
ン
カ
多
発
生
時
は
、

本
田
２
回
の
慣
行
防
除
を

徹
底
し
、
発
生
状
況
に
応

じ
て
追
加
防
除
を
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

②
防
除
効
果
を
高
め
る
た

め
、
適
期
防
除
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

③
秋
ウ
ン
カ
に
対
し
て
、
従

来
の
農
薬
の
効
果
が
落
ち

て
い
る
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
秋
ウ
ン
カ
に
効
果
の
高
い
新

規
薬
剤
を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。

④
秋
ウ
ン
カ
が
生
息
す
る
株
元
ま
で
、

農
薬
が
届
く
よ
う
に
散
布
す
る
こ
と

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
広
島
県
が
発
表
す
る
発
生
予
察
情

報
、
発
生
予
察
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

秋
ウ
ン
カ
発
生
を
早
期
に
把
握
し
ま

し
ょ
う
。

【
寄
稿
】
広
島
県
西
部
農
業
技
術
指
導
所

トビイロウンカの
雌成虫

老齢幼虫

引用：（一財）日本植物防疫協会「ひろしま
  農業情報」
 で検索

標
準
価
額
を
見
直
し

園
芸
施
設
共
済

Ｑ
．大
き
な
自
然
災
害
が
、い
つ
や
っ
て
く

る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、全
損
に
な
っ

た
場
合
も
建
て
直
せ
る
く
ら
い
の
補
償

額
で
加
入
し
た
い
の
で
す
が
。

Ａ
．こ
の
た
び
の
標
準
価
額
の
見
直
し
に
加

え
、昨
年
９
月
か
ら
、そ
れ
ま
で
８
割
ま

で
し
か
選
択
で
き
な
か
っ
た
付
保
割
合

（
補
償
割
合
）が
10
割
に
引
き
上
げ
ら

れ
、耐
用
年
数
経
過
後
も
復
旧
費
用
部

分
の
補
償
額
が
下
が
ら
な
く
な
っ
た
こ

と
で
、再
建
築
価
額
ま
で
補
償
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。最
大
の
補
償
額

で
の
加
入
が
お
す
す
め
で
す
。

次
の
場
合
は

ご
連
絡
を
お
忘
れ
な
く

１
．加
入
内
容
に
変
更
が

　
　あ
る
と
き

「
安
心
の
未
来
」
拡
充
運
動
に
お
い

て
、
令
和
２
年
度
に
優
秀
な
成
績
を

挙
げ
ら
れ
た
方
々
へ
感
謝
状
並
び
に

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

「
安
心
の
未
来
」拡
充
運
動
表
彰

  

全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

●
建
物
共
済
（
個
人
）

　
三
谷 

勝
美
（
大
竹
市
）

　
渡 

幸
雄
（
北
広
島
町
）

　
岡
田 

清
（
三
原
市
）

　
栗
本 

悦
郎
（
庄
原
市
）

  

広
島
県
農
業
共
済
組
合
長
表
彰

  

全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
長
表
彰

●
建
物
共
済
（
個
人
）

　
山
木
戸 

豊
美
（
広
島
市
）

　
久
國 

美
代
（
安
芸
高
田
市
）

　
室
元 

文
雄
（
江
田
島
市
）

　
宗
金 

登
（
世
羅
町
）

　
宇
賀 

進
（
神
石
高
原
町
）

　
原
田 

紘
明
（
庄
原
市
）

●
協
力
団
体
等
（
団
体
）

　
Ｊ
Ａ
広
島
市
豊
平
花
卉
部
会
 

●
農
業
経
営
収
入

　
保
険
事
業
（
団
体
）

　
Ｊ
Ａ
広
島
市
芸
北
ト
マ
ト
部
会
 

（
敬
称
略
）
　

損害評価する職員

農業共済事業
お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ

農業共済事業
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２
．事
故
が
発
生
し
た
と
き

※
被
害
に
遭
わ
れ
た

と
き
に
、
加
入
内

容
と
実
情
が
異
な

る
場
合
は
、
共
済

金
を
お
支
払
い
で

き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。



い
の
機
械
（
農
機
具
）
も
加
入
い
た
だ

け
ま
す
。

　
収
入
減
少
を
補
償
す
る
収
入
保
険
で

は
、
農
機
具
は
補
償
さ
れ
ま
せ
ん
。
万
一

の
事
故
に
備
え
、
収
入
保
険
と
合
わ
せ
て

農
機
具
共
済
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　
近
年
の
農
機
具
の
大
型
化
、
高
額
化

に
伴
い
、
加
入
い
た
だ
け
る
上
限
額
が

１
５
０
０
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
稼
働
中
の
事
故
を
は
じ
め
、
火
災

や
盗
難
な
ど
、
も

し
も
の
時
に
備

え
、
新
調
達
価
額

（
新
品
価
格
）
で

の
加
入
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

　
田
植
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ

ン
な
ど
に
加
え
て
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
タ
マ

ネ
ギ
な
ど
の
収
穫
機
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

な
ど
の
調
製
機
、
果
樹
園
な
ど
で
使
わ

れ
る
高
所
作
業
機
な
ど
が
加
入
対
象
に

追
加
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
洗
浄
、
選

別
、
包
装
な
ど
の
一
連
の
作
業
で
お
使

１
．加
入
限
度
額
が

　 

１
５
０
０
万
円
に

２
．加
入
機
種
の
追
加

　
家
畜
共
済
の
加
入
者
を
対
象
に
、
畜

舎
消
毒
を
実
施
し
ま
す
。

●
使
用
す
る
消
毒
薬

　
残
留
農
薬
に
関
す
る
制
度
を
遵
守
し

た
、
休
薬
期
間
の
な
い
殺
虫
剤
・
殺
菌
剤

を
使
用
し
ま
す
。

●
実
施
期
間

　
ハ
エ
な
ど
の
害
虫
が
繁
殖
し
や
す
い
時

期
（
７
月
〜
９
月
）
に
実
施
し
ま
す
。
実

施
期
間
、
申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
、

各
支
所
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
農
家
負
担
額

　
左
表
の
通
り
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

疾
病
予
防
に

畜
舎
消
毒
を

　
牛
の
転
入
、
転
出
や
死
亡
、
子
牛
の

出
生
な
ど
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
畜
共
済
事
業
や
診
療
業
務

の
円
滑
な
実
施
の
た
め
、
子
牛
へ
の
耳

標
の
早
期
装
着
、
耳
標
が
欠
落
し
た
場

合
の
再
発
行
、
再
装
着
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
家
畜
共
済
の
加
入
者
を
対
象
に
し
た

金
属
異
物
性
疾
患
予
防
の
磁
石
の
投

与
、
削
蹄
助
成
金
の
交
付
に
つ
い
て

は
、
令
和
２
年
度
ま
で
と
し
、
今
年
度

以
降
は
実
施
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し

た
。
ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

家
畜
の
異
動
連
絡
は

速
や
か
に

削
蹄
助
成
金
な
ど

廃
止
の
お
知
ら
せ

畜舎消毒1回当たり

消毒液等使用量 組合員
負担額

50ℓ以内
51ℓ～100ℓ以内
101ℓ～200ℓ以内
201ℓ～300ℓ以内
301ℓ～400ℓ以内
401ℓ～500ℓ以内

… 　 　 　

100ℓ増えるごと

500円
1,000円
2,000円
3,000円
4,000円
5,000円

…　 　 　 　 　

＋1,000円

家
畜
共
済

令
和
３
年
４
月
か
ら

仕
組
み
が
改
正

収
入
保
険
＋

農
機
具
共
済
の
加
入

が
お
す
す
め

農
機
具
共
済

追
加
機
種

畑
作
物
収
穫
機

掘
取
機

野
菜
洗
浄
機

野
菜
選
別
機

野
菜
調
製
機

包
装
機

皮
む
き
機

高
所
作
業
機

茶
摘
採
機

茶
刈
込
機

花
選
別
機

つ
る
切
機

清
浄
機

野
菜
洗
浄
乾
燥
機

選
別
コ
ン
ベ
ア

ベ
ル
コ
ン
調
理
機

乾
燥
用
バ
ー
ナ
ー

自
動
封
か
ん
機

自
動
製
函
機

シソ収穫機 ニンジン選別機

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
は
、
令
和
４
年

度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
６
支
所
（
広

島
・
北
広
島
・
東
広
島
・
世
羅
・
福

山
・
三
次
）
、
１
出
張
所
（
廿
日

市
）
、
１
連
絡
所
（
江
田
島
）
の
体

制
か
ら
、
４
支
所
（
西
部
・
南
部
・

東
部
・
北
部
）
、
２
出
張
所
（
廿
日

市
・
府
中
）
、
１
連
絡
所
（
江
田

島
）
の
体
制
へ
の
見
直
し
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
（
下
の
地
図
を
参
照
）

　
組
合
員
数
や
資
源
の
減
少
に
伴
い
、

農
家
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
さ
ら
な
る
業
務
の
合
理
化
・
効

率
化
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
組
織
体
制
を
見
直
す
こ
と

に
よ
り
、
将
来
的
に
継
続
し
て
、
安
定

し
た
事
業
運
営
を
展
開
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

農業共済事業
お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ

組
織
体
制
の
見
直
し
を

検
討
し
て
い
ま
す

竹原市

呉市

呉市

大崎上島町

尾道市

尾道市

尾道市 福山市

府中市世羅町

神石高原町

庄原市

三次市

安芸高田市

北広島町

安芸太田町

府中出張所

北部支所

西部支所

南部支所

本所

江田島連絡所

三原市

三原市
広島市

広島市

江田島市

府中町
海田町
熊野町

坂町

広島市
佐伯区 広島市安佐南区

広島市安佐北区

廿日市市

大竹市

東部支所

廿日市出張所

東広島市

呉市

本所　　支所

出張所 連絡所

広島県農業共済組合
本所・支所等の区域

（令和４年４月１日の予定）

竹原市

呉市呉市

大崎上島町
尾道市

尾道市

尾道市 福山市

府中市

世羅町

神石高原町

庄原市

三次市

安芸高田市

北広島町

安芸太田町 世羅支所

三次支所

北広島支所

本所・広島支所

江田島連絡所

三原市

三原市

広島市

江田島市

府中町
海田町
熊野町

坂町

広島市
佐伯区

廿日市市

大竹市

福山支所

東広島支所

廿日市出張所 東広島市

呉市

（令和３年４月１日現在）
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今
回
の
食
材

ズ
ッ
キ
ー
ニ
で〝
だ
し
〞

　
メ
キ
シ
コ
原
産
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
古
く
か
ら

食
用
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
1
9
8
0
年

頃
か
ら
広
ま
り
始
め
ま
し
た
。
６
〜
８
月
が
旬
で
、

キ
ュ
ウ
リ
に
似
て
い
ま
す
が
、
ウ
リ
科
カ
ボ
チ
ャ
属

で
す
。
熟
す
に
つ
れ
て
風
味
が
低
下
す
る
の
で
、
20

㎝
く
ら
い
の
未
熟
な
果
実
を
若
ど
り
し
た
も
の
が
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
並
ん
で
い
ま
す
。

　
山
形
の
郷
土
料
理
で
あ
る
〝
だ
し
〞
は
、
エ
ダ
マ

メ
、
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
に
香
味
野
菜
を
加
え
て

だ
し
醤
油
に
漬
け
込
ん
だ
も
の
で
、
ご
は
ん
や
豆
腐

に
か
け
る
と
、
暑
い
夏
で
も
食
欲
増
進
が
期
待
で
き

ま
す
。

　
ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
、
煮
込
み
、
揚
げ
物
、
生
で
マ
リ

ネ
、
酢
の
物
に
し
て
食
べ
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

地
域
で
食
育
活
動
を

さ
れ
て
い
る

公
益
社
団
法
人

　
　
広
島
県
栄
養
士
会

管
理
栄
養
士

田
中 

節
子 

先
生

１本
100ｇ（1/2袋）

３個
５枚

ひとかけ
２本

5ｇ（２袋）
ふたつまみ

大さじ２
少々

材料（2人前）
ズッキーニ
コマツナ
ミニトマト
青シソ
ショウガ
ミョウガ
　　糸かつお
A　 細きり昆布
　　めんつゆ（２倍希釈）
　　醤油

瓶に入る量
瓶に合わせて適量

ズッキーニ
らっきょう酢

（あればローリエ、赤唐辛子）

作り方

ズ
ッ
キ
ー
ニ

❶ ズッキーニ、コマツナ、ミニトマトを５㎜角に切る。青
シソ、ショウガ、ミョウガは粗みじん切りにする。

❷❶ の野菜とＡを袋に入れて少しもみ、冷蔵庫で１時
間以上漬け込む。

作り方

材料 ズッキーニを瓶の長さに合わせて
１㎝角に切り、瓶に入れる。ローリ
エ、赤唐辛子があれば加えて、らっ
きょう酢を注ぐ。
★写真はミョウガも加えています。

料理のポイント
★調味料は、市販のめんつゆではなく、だしとみりん・

醤油を合わせたり、レモン汁を加えるなど、お好み
でアレンジできます。

★ズッキーニやコマツナのほか、オクラやモロヘイヤ、
ナガイモなどの夏野菜でも、ぜひお試しください。

★出来上がりにゴマを振りかけるのもおすすめです。

の
食
材
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

　
ハ
ウ
ス
６
棟
と
露
地
の
計
70
㌃
で
、年
間
20
種

類
の
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
農
薬
を
使
わ
な
い
農
業
を
実
践
し
て
い
て
、２

０
１
７
年
か
ら
は
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
受
け
て
い

ま
す
。そ
の
一
つ
と
し
て
、播
種
前
に
太
陽
熱
養
生

処
理
を
行
い
、雑
草
の
種
や
病
原
菌
を
死
滅
さ
せ

ま
す
。ま
た
、微
生
物
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、竹

チ
ッ
プ
や
キ
ノ
コ
の
菌
床
な
ど
植
物
由
来
の
も
の

を
土
に
混
ぜ
て
い
ま
す
。

　
ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
、６
月
か
ら
７
月
が
旬
で
す
。水

の
管
理
が
大
事
で
、水
を
切
ら
さ
な
い
よ
う
気
を

付
け
て
い
ま
す
。

　
収
穫
し
た
野
菜
は
、ス
ー
パ
ー
な
ど
へ
出
荷
す

る
ほ
か
、宅
配
で
季
節
の
野
菜
セ
ッ
ト
を
お
客
さ

ん
に
直
接
届
け
て
い
ま
す
。安
全
な
野
菜
を
、安
心

し
て
た
く
さ
ん
食
べ
て
ほ
し
い
で
す
。

旬

私
こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

　
夏
の
紫
外
線
対
策
に
役
立
つ
β
ー
カ
ロ
テ

ン
、ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
に
富
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、ナ
ト

リ
ウ
ム
を
排
出
す
る
カ
リ
ウ
ム
を
含
み
ま
す
。

一
口
メ
モ

ズ
ッ
キ
ー
ニピクルス

調理時間

（漬け込む時間を除く）

10 分

浜
井 

陽
一
さ
ん
（
50
）

三
次
市
三
良
坂
町

は
ま  

い

よ
う 

い
ち

「炒めたり、スープにするのはもちろん、ピクル
スやスティックでそのまま食べるのもおすすめ
です」と浜井さん

ちょこっ
と

　
１
９
５
３
年
創
業
の
万
汐
農

園
は
、
尾
道
市
向
島
町
に
イ
チ

ジ
ク
園
（
40
㌃
）
、
三
原
市
深

町
に
梅
林
（
２
㌶
）
を
所
有

し
、
栽
培
・
加
工
・
観
光
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
間
約
８

千
人
の
来
園
者
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
た
め
、
濱
浦
志
保
香
代
表

（
63
）
を
中
心
に
、
12
人
の
ス

タ
ッ
フ
と
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
ま
す
。

　
３
月
に
は
ウ
メ
の
花
見
、
６
月
に
は

ウ
メ
も
ぎ
体
験
、
９
月
か
ら
は
イ
チ
ジ

ク
も
ぎ
取
り
体
験
を
開
園
。
園
内
に

は
、
展
望
台
や
自
撮
り
用
の
撮
影
台
な

ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
散
策
し
な

が
ら
行
う
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
に
は
、
「
農

園
や
地
域
の
こ
と
を
楽
し
く
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
い
う
、
濱
浦
代
表
の

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
来
園
客
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
を
お

願
い
し
て
い
て
「
ご
意
見
が
あ
れ
ば
考
え

工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
て
が
あ
り

が
た
い
助
言
」
と
来
園
客
の
言
葉
が
濱
浦

代
表
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
団
体
客
は
ゼ
ロ
に
な
り

ま
し
た
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
個
人
客
は

増
え
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
福
山
市
か
ら

来
園
し
た
女
性
は
「
景
色
も
良
く
、
と
て

も
楽
し
め
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
農
産
加
工
に
も
力
を
入
れ
、
ジ
ャ
ム
や

プ
リ
ン
な
ど
約
10
品
目
50
種
の
加
工
品
を

製
造
し
て
い
ま
す
。
「
経
営
の
継
続
と
進

化
の
た
め
に
、

小
さ
な
こ
と
で

も
工
夫
し
て
諦

め
な
い
こ
と
が

大
事
」
と
濱
浦

代
表
は
話
し
て

い
ま
す
。

お
客
さ
ん
の

声
を
励
み
に

「お客さまのエールが力になります」と
濱浦代表ウメなどのさまざまな加工品

尾道市

　
昨
年
の
夏
か
ら
、
義
父
が
代
表
を
務

め
る
「
農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
八
重

１
４
５
」
（
中
森
司
代
表
＝
61
歳
）
で

働
い
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
収
穫
作
業
に

携
わ
り
、
周
囲
の
す
す
め
で
11
月
に
は

大
型
特
殊
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。
法

人
で
は
、
水
稲
30
㌶
、
小
麦
８
㌶
、

キ
ャ
ベ
ツ
90
㌃
な
ど
を
作
付
け
て
い

て
、
今
で
は
作
業
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し

て
従
事
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
に

乗
る
と
き
は
、
耕
し
残
し
が
な
い
よ
う

に
、
丁
寧
に
作
業
す
る
こ
と
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
に
、
子
ど
も
の
入
園
を

機
に
夫
の
里
で
あ
る
北
広
島
町
に
移
住

し
ま
し
た
。
法
人
で
の
農
作
業
の
ほ

か
、
自
家
用
に
野
菜
を
育
て
て
い
ま

す
。
２
人
の
子
ど
も
と
野
菜
の
植
え
付

け
か
ら
収
穫
、
料
理
し
た
も
の
を
一
緒

に
食
べ
る
こ
と
で
、
食
べ
物
の
大
切
さ

を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
都
会
で
は
で
き
な
い
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
を
子
ど
も
と
体
験
で
き
、
充
実
し

た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
法
人
や
地

域
の
方
々
、
家
族
の
支
え
が
あ
り
、
農

業
と
子
育
て
を
両
立
で
き
て
い
ま
す
。

い
つ
か
自
分
で
育
て
た
野
菜
を
販
売

し
、
た
く
さ
ん
の
方
に
食
べ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

北
広
島
町

農
業
と

共
に
暮
ら
す

中
森 

菜
摘
さ
ん 

（
30
）

な
か  

も
り

 

な
　 

つ
み

ドローンの操縦者に合図する中森さん。
「これからドローンの免許も取る予定です」

ま
ん
ち
ょ
う

地域の話題地域の話題
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ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

東広島市河内町の柳樂一朗太くん（12）
は、昨年８月に生まれた妹のあるちゃんの面

倒をよく見る優しいお兄ちゃんです。動画編集
が得意で、自然に囲まれた生活の様子を撮影
し、配信しています。好き嫌いなく何でも食べる
あるちゃん。中でもお味噌汁が大好きです。

表紙写真紹介
なぎ  ら

第
8
回 

通
常
総
代
会
開
催

第
8
回 

通
常
総
代
会
開
催

特  

集 

第 号28
2021

き
ら
り

広
島
市
安
佐
北
区
可
部
町

香
川 

恵
子
さ
ん（
88
）

け
い
　
こ

　
平
成
３
年
に
母
か
ら
共
済
委
員
を

引
き
継
ぎ
、
も
う
す
ぐ
30
年
に
な
り

ま
す
。
地
域
の
農
業
を
見
て
い
る

と
、
だ
ん
だ
ん
農
家
が
少
な
く
な
っ

て
き
た
な
と
感
じ
ま
す
。

　
道
路
脇
に
田
ん
ぼ
が
あ
る
の
で
、
通

り
か
か
る
友
人
と
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
農
作
業
を
す
る
の
が
楽
し
い
で

す
ね
。

　
週
に
１
回
、
近
所
の
公
園
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
ま
す
。
公

園
に
行
く
途
中
、
２
８
５
段
の
階
段

が
あ
り
ま
す
が
、
道
中
も
楽
し
み
な

が
ら
健
康
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

か
　
が
わ

　
介
護
職
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
入
居
者
の
方
々
の
健
康
管
理

に
気
を
配
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
私

自
身
い
つ
も
笑
顔
で
い
る
よ
う
心

掛
け
て
い
ま
す
。
介
護
す
る
お
じ

い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の
笑
顔

は
、
仕
事
へ
の
原
動
力
に
な
っ
て

い
ま
す
。
昔
話
を
聞
か
せ
て
も
ら

う
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

　
今
は
遠
出
す
る
の
が
難
し
い
の

で
、
休
日
は
家
庭
菜
園
を
手
伝
っ

た
り
、
リ
モ
ー
ト
で
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

北
川 

恵
さ
ん
（
25
）

き
た
　
が
わ三
次
市
三
良
坂
町

め
ぐ
み
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共
済
事
業
を
適
正
に
運
営
す
る
た
め
、

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
、
共
済
掛
金
等
を
口

座
振
替
で
納
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
は
、
Ｊ

Ａ
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
県
内
に
本
店
を
置

く
銀
行
な
ど
で
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

口
座
振
替
を

加
入
内
容
の
確
認
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

広島支所
　廿日市出張所
北広島支所

082-262-4711
082-261-1112
0829-32-5121
0826-72-3107
082-434-4337
0823-45-2019
0847-22-0317
084-970-1620
0824-66-3111

本　所

東広島支所
　江田島連絡所
世羅支所
福山支所
三次支所

NOSAI 広島へのお問い合わせ・ご連絡先

広島市佐伯区、大竹市、廿日市市

安芸高田市、安芸太田町・北広島町

江田島市、呉市音戸町・倉橋町

三原市、尾道市、府中市、世羅町

福山市、神石高原町

三次市、庄原市

東広島市、竹原市
呉市（音戸町・倉橋町を除く）、大崎上島町

〒732-0052　
広島市東区光町1-2-23
〒732-0052　
広島市東区光町1-2-23（6F）
〒738-0015　
廿日市市本町10-14
〒731-1531　
山県郡北広島町春木462-1
〒739-2106　
東広島市高屋町稲木283-1
〒737-2301　
江田島市能美町中町3368-24
〒722-1121　
世羅郡世羅町大字西上原118-2
〒720-1143　
福山市駅家町大字下山守546-10
〒729-6201　
三次市和知町360-5

広島市（佐伯区を除く）、
府中町・海田町・熊野町・坂町

ご
利
用
く
だ
さ
い

※

振
替
口
座
の
新
た
な

届
け
出
や
変
更
等

は
、
各
支
所
等
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
共
済
掛
金
等
を
現
金
ま
た
は
振
込

み
で
納
入
い
た
だ
い
た
方
に
、
ご
加

入
内
容
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
確
認
の
は
が
き
が
届
き
ま
し
た

ら
、
現
在
の
ご
加
入
内
容
を
確
認
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。




